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三
六

二

『喩
伽
論
』

に
於

け
る
実
有
と
仮
有

に
就

い
て

向

井

亮

(1
)

一

は
じ
め
に
ー

『
喩
伽
論
』
(Y
o
g
a
c
a
r
a
-
b
h
u
m
i
)
は

所
謂
瑜
伽

唯
識
派
の
拠

つ
て
立
つ
最
初
期
の
文
献
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、
そ
こ
に

於
け
る

「
有
」
の
解
釈
の
仕
方
を
、
特
に

「
実
有
」
と

「
仮
有
」
の
概

(
2
)

念
を
中
心
に
、
『
倶
舎
論
』
に
示
さ
れ
る
説

一
切
有
部
の
そ
れ
と
も
比

較
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『喩
伽
論
』
で
は
、
各
種
の
問
題
に
応
じ
随
所
に

「
有
」
が
説
か
れ

て
い
る
が
、
「有
と
は
何
か
」
を
直
戴
に
問
題
に
し
、
そ
れ
を
ま
と
め

て
い
る
の
は
主
に
次
の
箇
所
で
あ
る
。
即
ち
、
本
地
分
中
思
所
成
地
の

(3
)

第
二
段

(以
下

『
本
地
分
』
と
略
称
)
、
及
び
、
本
地
分
の
所
説
に
対
す
る
(4
)

決

択

(
rn
am
 
p
a
r
 g
ta
n
 la
 d
b
a
b
 p
a
)
を
説
く

摂

決

択

分

の
相

応

箇

所

(
『
決
択
分
』
と
略
称
)
、
そ

し

て
、

法

相

を

分

別
す

る

(c
h
o
s
 
k
y
i
 m
tsh
a
n

n
id
 b
s
ta
n
 p
a
)
と
こ
ろ

の

m
a
t
r
k
a
を

摂

め

る
摂

事

分

中

本

母

事
序

弁

(
5
)

摂

の
初

め

の
段

(『
摂
事
分
』

と
略
称
)
で
あ

る
。

以

下
、

こ
れ

ら

の
箇

所

の
所

説

を
拠

り

ど

こ

ろ

と

し

て
、

考

察

を

進

め

て

い
く

こ

と

に
す

る
。

二
 

実

有

と

仮

有

の
定

義
-
先

ず
、

「
実

有

」

(d
ra
v
y
a
-
s
a
t
,
 

rd
za
s

su
 y
o
d
 
p
a
)
は
、

『
決

択

分
』

で

は
、

次

の
如

く

定
義

さ

れ

る
。

「若

し
、

或
る
存
在

(漢
訳

に
諸
法
と
あ
る
)

に
し

て
、
そ
れ
以
外

の
他

の

も

の
に
相
待

せ
ず

(
m
i
 lto
s
 s
in
)
、そ
れ
以
外

の
他

の
も

の
に
依
存

せ
ず

に

(
m
i
 br
te
n
 p
a
r
)
、自
相

(r
an
 
g
i
 m
tsh
a
n
 
n
id
)
を
施
設

し
う
る

(
h
d
o
g
s
 pa
r
 b
y
e
d
 p
a
)
な
ら
ば
、

そ
れ
が
、

要
約
し

て
実
有
で
あ
る
、

と

知
る
べ
き
で
あ
る
。
」

ま

た
、

『
摂

事

分
』

で

は
、

別

の
観

点

か
ら

そ

の
定
義

を

次

の

如

く

説

く

が
、

そ
れ

は

『
本

地

分
』

に
説

く

「
自

相

と

し

て

の
存

在

」

の

一

種

に
与

え

ら

れ

た

定

義

に

そ

の
ま

ま
拠

つ

て

い
る
。

「
〔諸

の
法

(
11
存

在
)
を
詮
表
す
る
に
、
〕
名

(m
in
)
が
得
ら
れ
、
事

(d
n
o
s

p
o
)
が
得

ら
れ
て
、
そ

の
名
が

そ

の
事

に

於

い

て
擬
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く

(
th
o
g
s
 
p
a
 m
e
d
 p
a
r
)
は
た
ら
く
、
即

ち
、
或

る
処

に
於

い
て
は
た

ら
き

或
る
処
に
於

い
て
は
た
ら
か
な

い
、
と

い
う

の
で
は
な

い
。

〔
こ
れ

が
要

約

し
て
実
有
と
名
つ
く
、

と
知

る
べ
き

で
あ
る
。
〕
」
(
〔
〕
内

は

『
摂

事
分
』

の
漢
訳
に
拠

る
。
)

右

の

「
擬

げ

ら

れ

る

こ
と

な
く

」
は
、
「
差

別

な

く

」

(
-
後

出
)
と
も

言

い
換

え

ら

れ
、

二

切

に

遍

ね

く

」

(
-
後

述

の
仮
有

の
規
定
(
I
I
)

の
(
i
) -869-



に
対
応
)

の
意

味

を

持

つ
。

ま

た
、

『
本

地

分
』

で

は
、

右

の
定

義

に
、

更

に
、

「
〔名

が
事

に
於

い

て
〕

変

易
動

揺

す

る

こ
と

な

し

(h
k
h
ru
l
 p
a

m
e
d
 p
a
)
」
と
い
う

規

定

を

加

え

る
が
、

こ

れ

は

「
常

な

る

・
一
定

せ

る
」
(一

後
述
の
仮
有
の
規
定
(
I
I
)
の
(
i
i
)
に

対
応
)
の
意
味
を
持
つ
。

以

上

を

整
理

す

れ

ば
、

「
実
有

」

は

次

の
如

く

規

定

で
き

よ

う
。

「
実

有

」

と

は
、

自

相

(
sv
a
la
k
sa
n
a
)
と
し

て

の
存
在

に
属

し
、

(I)
 

第

一
に
、

そ

の
自

相

の
施

設

(p
ra
jn
ap
ti)
を
な

す

か

ぎ

り
、

他

に

相

待

せ

ず

他

に
依

存

せ

ざ

る
存

在

で
あ

る
。

(I
I
)
 
第

二

に
、

そ

れ

の
名

(n
a
m
an
)
が

そ

の
依

拠

(
ad
h
isth
a
n
a
)
・
対

象

(a
la
m
b
a
n
a
)
と

し

て

の
事

(
v
a
s
tu
)
に

於

い

て

(i
)
 遍

ね
く

無

制

約

的

に
妥

当

す

る

(<
a
v
y
a
h
a
ta
m

(
=
n
i
r
v
i
s
e
s
a
m
)

、

a
m

v
a
rta
te
:
 sa
r
v
a
tra
g
a
)
と
こ
ろ

の
存

在
、

或

は
、

(i
i
)
 
常

に
自

己

同

一
性

を

保

つ
て

い

る

(<
n
a
 v
y
a
b
h
ic
a
ro
 sti
:
 n
i
-

ty
a
)
と
こ

ろ

の
存

在

で
あ

る
。

次

に
、
「
仮

有

」

(p
ra
jn
a
p
ti
-
s
a
t
,
 

b
tag
s
 p
a
h
i
 y
o
d
 p
a
)
は
、
「
実

有

に

あ

ら

ざ

る

も

の
」

と

し

て
、

『
決

択

分
』
と

『
摂

事

分

』

で

は
、

「
実

有

」

の
定
義

に
準

拠

し
、

そ

れ

と
相

い
対

す

る

形

で

定
義

さ

れ

る

が
、

『
本

地

分
』

で

は

「
仮

相

(b
rd
ah
i
 m
tsh
a
n
 n
id
)
と
し

て

の
存

在

」

と

し

て
説

か

れ

る
。

今
、

そ

れ
ら

を

要

約

す

れ

ば
、

「
仮

有

」

は
、

次

の

如

く

規

定

で

き

よ
う
。

「
仮

有

」

と

は
、

仮

相

(s
a
m
k
eta
-
l
a
k
s
a
n
a
)
と

し

て

の

存

在

で

あ

り
、

(I
)
 第

一
に
、
そ
の
自
相

の
施
設
を
な
せ
ば
、
他
に
相
待
し
他
に
依
存

せ

る
存

在

で
あ

り
、

そ

れ

は
、

ま

た
、

名

・
想

・
言
詮

が
多

く

の
も

の

の
特

定

の
集

合
口
(S
a
m
u
d
a
y
a
)
に

於

い

て
起

こ
る

と

こ

ろ

の
存

在

で
あ

る
。

(I
I
)
 
第

二

に
、

量
口
翻詮

(a
b
h
ila
p
a
)
が

(
i
)
 一切

に
遍

ね

か

ら

ざ

る

(
as
ar
v
atra
g
a
)
と
こ

ろ

の
、

或

は
、

(
i
i
)
 

常

な

ら

ざ

る

(a
n
ity
a
)
と

こ
ろ

の
存

在

で
あ

る
。

以

上

の

「
実

有

」

と

「
仮

有

」

の
規

定

を
通

し

て
、

そ

の
第

三
の
も

の
(
I
)
は謂

わ
ば

存

在

論

的

観

点

か

ら

な

さ

れ
、

第

二

の
も

の
(
I
I
)

は
謂

わ

ば

範
躊

論

的

観

点

か

ら

な

さ

れ

て

い
る

と

言

い
え
よ

う
。

し

か

し
、

前

者

は
、

あ

く

ま

で
も

「
自

相

を

施

設

す

る

」

か

ぎ

り

に
於

い

て
在

り

う

る

の
で
あ

り
、

こ

の
意

味

で

は
後

者

と

区

別

で

き

な

い
。

こ

の

こ

と

は
、

右

の
定

義

に
使

わ

れ

た
施

設

・
言
詮

な

ど

の
術

語

の
意

味

す

る

と

こ
ろ

を
簡

単

に

で
も

検
討

す

る

こ

と

に
よ

り

理
解

さ
れ

る
。

三

特

に

施

設

・
言
詮

な

ど

の
術

語

に

就

い

て
-
p
r
a
j
n
a
p
t
i
は
、

広
く

言

葉

・
概
念

に

よ

る

「
施

設
」
を

意

味

し
、

v
y
a
v
a
sth
a
n
a
(
安

立
)

の
語

に
通

じ

(
T
i
b
.
 
T
r
i
p
.
 

1
0
9
,
 
p
.
 

28
6
-
4
-
4
,
 

M
a
d
h
y
a
n
ta
v
ib
h
a
g
a
tik
a
,

e
d
.
 Ya
m
a
g
u
ch
i
,
 
p
.
 
6
)
、
更

に
、

sa
m
v
r
ti
 (世

俗
)
・
v
y
a
v
a
h
a
r
a

(
言

説
)

と

同

義

と

さ

れ

る

(
B
.
 bh
.
 
p
.
 
4
8
,
 
A
.
 K
.
 V
.
 p
.
 
1
4
8
)
。
し

か

し

d
r
a
v
y
a
と

対

に

用

い
ら

れ

る

と
、

実

体

性

な

き

「
単

な

る

名

称

」
(
m
e
-

re
 n
a
m
e
,
 
T
h
.
 
S
tc
h
e
rb
a
ts
k
y
:
 Ce
n
tra
l
 C
o
m
c
e
p
tio
n
,
 
p
.
 

2
3
)
「観

念

」

(
m

ta
tio
n
,
 
S
.
 

L
e
v
i
:
 Su
tra
la
m
k
a
r
a
,
 

I
I
,
 

p
.
 
2
7
5
)
の
義

が

教

義

上

附

『
瑜
伽
論
』

に
於

け
る
実
有

と
仮
有
に
就
い
て

(
向

井
)
 

三
六
三
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『
瑜
伽
論
』
に
於
け
る
実
有
と
仮
有

に
就

い
て

(
向

井
)
 

三
六
四

与

さ

れ
、

「
仮

」

「
仮

名

」

の
意

味

が

強

い
。

u
p
a
c
a
r
a
(
仮

説
)
・
s
a
m
-

(6
)

k
e
ta

(
仮

・
仮
立
)

の
語

も

同

様

に
解

し

う

る
。

n
a
m
a
n

(
名
)
・
s
a
m
j
n
a(想
)
・
a
h
h
i
l
a
p
a

(
言
詮
)

は

意
味

上

一
連

の
も

の

で
、

一
般

の
言

語

的

活

動

の

因

(a
n
u
v
y
a
v
a
h
a
r
a
-
h
e
t
u
.
 

随
説

因
)

で
あ

る

と

解

さ

れ

る

(
Y
.
 
h
h
.
 p
.
 
1
0
7
,
 

B
.
 bh
.
 p
.
 
9
7
)
。又
、

こ

れ

ら

三
語

と
先

の
施

設

・
世
俗

・
言
説

・
仮
説

な

ど

の
語

は

同
義

語

(p
a
-

r
y
a
y
a
)
で
あ

る

と

も

見

做

さ

れ

る

(
T
i
b
.
 

T
r
i
p
.
 

lll
,
 
p
.
 
6
6
-
2
-
1
)
。

故

に
、

本

稿

に
引

用

さ

れ
る

名

・
想

・
言
詮

は

互

い
に
言

い
換

え

て

も
意

味

上

大

差

な
く
、

ま

た
、

単

に
言

詮

と
あ

つ

て
も
、

そ

れ

は
既

に

名

や

想

に
先

行

さ

れ

た

も

の
で
あ

る
。

以

上

の

こ
と

か

ら
、

先

に
規

定

さ

れ
た

「
実
有

」

と

「
仮

有

」

と

は
、

一
般

の
言

語

的

表

現

活

動

が

行

使

さ

れ

る
領

域

・
次
元

に
於

け

る
「
有

」

な

の
で
あ

る
。

そ

し

て
、

こ
れ

と

は
次

元

を

異

に

し

た

「
有

」

が

『
瑜

伽

論

』
で
説

く

「
勝

義

有

」

(p
a
ra
m
a
rt
h
a
-
s
a
t
)
で

あ

り
、

そ

れ

は
、

言

詮

を
離

れ

た
物

自

体

(n
ira
b
h
ila
p
y
a
-
s
v
a
b
h
a
v
a
)
・
事

そ

の
も

の

(v
a
-

stu
-
m
a
t
r
a
)
と

し

て

の
あ

り

方

で
あ

る
。

尚
、

「
実

有

」
と

「
勝
義

有

」
と

は
共

に

「
自

相

と

し

て

の
存

在
」

と
称

さ

れ

る

(
『
本

地

分

』
)

が
、

そ

の
自

相

の
意

味

す

る

と

こ
ろ

は
、

前
者

で

は
相

(
n
m

itta
)
で

あ

る

が
、

後

者

で

は
自

性

(s
v
a
b
h
a
v
a
)
で
あ

る

と
解

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

し

か

し
、

有

部

で

は
、

周

知

の
如

く
、

そ

の
立
場

か

ら

選

択

し

た

法

(
d
h
a
rm
a
)
を
別

個

な

d
ra
v
y
a
た

る
も

の
、

或

は

d
ra
v
y
a
ta
s
に

存

(
7
)

在

す

る
と

規

定

し
、

更

に
、

そ

の

d
ra
v
y
a
に

つ

い

て

は

本

無

今

有

(
a
b
h
u
tv
a
 b
h
a
v
ati
)
を
許

さ

ず

(A
.
 K
.
 p
.
 
8
6
)
、法

は

sv
a
h
h
a
v
a
と

し

て
恒

に

(
=
三
世

に
)
存

在

し

(
A
.
 
K
.
 p
.
 
2
9
7
,
 
2
9
8
)
、認

識

・
観

念

(v
ijn
a
n
a
,
 
h
u
d
d
h
i
)
の
対

象

と

な

る

限

り

必

ず

実

在

し

(A
.
 K
.
 p
.

2
9
5
)
、ま

た
、

観

念

・
言
語

(h
u
d
d
h
i
,
 
v
a
c
a
n
a
)
を
成

り

立

た

し

め

る

あ

り

方

で
も

あ

る

(A
.
 K
.
 p
.
 
79
)
。
つ
ま

り
、

有

部

で

は
、

少

な

く

と

も

「
有

」
を

規

定

す

る

限

り
、

「
実

有

」

と

は
、
法

を

指

し
、
即

ち

「
勝

義

有

」

な

の
で
あ

る
。

そ

こ

で

は
、

『
瑜
伽

論

』

に
於

け

る

如
く
、

「
実

有

」

と

「
勝

義

有

」

と

の
間

に
、

言

葉

・
概
念

の
は
た

ら

く

世

界

に
於

い

て
か
否

か
、

と

い
う

次
元

の
区

別

を

明

確

に
な

さ
な

い
。

こ
れ

は

結

局
、

般

若

経

の
空

の
思

想

の
洗

礼

を
受

け

た
か

否

か

の
違

い
で
あ

る
。

四

実

有

と

仮

有

の

内
容
-
次

に
、

以

上

の
如
く

定
義

さ

れ

規

定

さ

れ
た

「
実

有

」

と

「
仮
有

」

の
具
体

的

な

意
味

内
容

を
、

個

々

の
事

例

に
当

つ
て
検

討

し

よ

う
。

「
実

有

」

は
、

先

ず
、

世

間

一
般

で
外
界

と

し

て
認

め

ら

れ

て

い
る

経

験

的
事

物
、

即

ち
自

然

的

存

在

か

ら

区

別

さ

れ
る
。

そ

し

て
、

そ

の

経

験

的

な
存

在

は

「
仮

有

」

と

さ

れ

る
。

「色

・
香

・
味

・
触

〔と
名
づ
け

ら
れ
た
事
〕
に
於

い
て
、
食
・
飲
・
車
・

衣

・
瓶
・
荘

厳
具

適
舎

・
軍
・
林
な

ど
を
仮
説
す
る
。
」

(『
決
択
分
』
)

右

の

「
に
於

い

て
」

と

は

「
に

相

待

し
依

存

し

て
」

「
集

合

に
於

い
て
」

の
意
味
で
あ
る

(1

以
下
の
引
用
文
参
照
)
か
ら
、
そ
こ
に
於

い
て
仮

説
さ
れ
た
車

・
瓶
な
ど
が

「
仮
有
」
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
構
成
要
素
と

な
り
所
依
と
な
る
絶
待
的
な
究
極
的
な
存
在
と
し
て
の
色
・
香

な
ど
が
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「
実

有

」

で
あ

る

こ
と

は
、

実

有

と
仮

有

の
第

一
の
規

定

I

に

よ

り
明

ら

か

で
あ

る
。

そ
し

て
、

か

く

の

如

き

観

点

か

ら

存

在

の

「
実

」

と

「
仮

」
の
区

別

を
説

く

の

は
、

『
瑜

伽

論
』
に

先
行

す

る

諸
論

書

添
『
婆
沙

論
』
巻
九
〇
、
『
成
実
論
』
巻

三
、
等

々
)

に
既

に
見

ら

れ

る
も

の
で

あ

る
。

し

か

し
、

『
瑜

伽

論

』

で

は
、

更

に
、

次

の
如

き

説

き
方

を

な

す
。

「
そ
れ
ら

〔食

・
飲
・
車
・
衣

な
ど
〕

の
想

(m
in
)
は
、

色
な
ど
と

名

づ

け
ら
れ
た
も
の
の

〔特
定

の
〕
集
合
口

(h
d
u
s
p
a
)
に
於

い
て
、
甲

(
「車

」

の
想
)
が
は
た
ら
け
ば
、

乙

(
「
衣
」

の
想
)
が

は
た
ら
か
な

い
が
故

に

〔仮

有

で
あ

る
〕
。
(
中
略

)

〔
一
方
〕
色

・
香
・
味
・
触

の
想

は
食

・
飲
・
衣
・

荘
厳
具
な
ど
と
名
づ

け
ら
れ
た
事

の

一
切
に
於

い
て
、
差
別
な
く

(
k
h
y
a
d

p
a
r
rn
e
d
p
a
r)
は

た
ら
く
が
故
に

〔実
有
で
あ

る
〕
。」
(『
決
択
分
』
)

こ

れ

は
、

実

有

と

仮
有

の
規

定

の
第
二
(
I
I
)
の
(
i
)
に

よ

る
説

明

で
あ

る
。

尚
、

仮

有

の
規

定
(
I
I
)
の
(
i
i
)
の

事

例

と

し

て

は
、

「
破

壊

(th
a
 d
a
d
 p
a
)

に
由

る
」

も

の
と

し

て
、

「
瓶

が
殿

れ

る

と

き
、

「
瓶

」

の
言

詮

億
存

し

え
ず
、

「
瓦

」

の
言

詮

が
起

こ

る

」
(
『
本
地
分
』
)

を
挙

げ

る
。

こ

の
第

二

の
規

定
(
I
I
)
、
即

ち

名

(
=
想
、
言
詮
)
が

一
切

に
普

遍

的

或

は
常

に
自

己

同

一
的

で
あ

る

か
、

否

か
、

に
よ

り
、

そ

の
名

を

持

て

る

存

在

の

「
実

」

と

「
仮

」

を

区

別

す

る

の
は
、
、
現

存

の
文

献

に
於

い

て

は
、

『
瑜

伽

論

』

以

前

に
見

ら

れ

な

い
も

の

で
あ

ろ

う
。

尚
、

『
倶

舎

論

』

賢

聖

品

の
第

四

偈

(A
.
 K
.
 p
.
 
3
3
4
)
に説

か

れ

る

「
有

」

の
二
諦
、

即

ち

「
世

俗
有

」

と

「
勝

義

有

」

の
理

解

は
、

今

の

(
8
)

第
二
の
規
定
(
I
I
)
に

よ
る

「
仮
有
」
と

「
実
有
」

の
そ
れ
に
近
い
。
そ
こ

に
引
か
れ
る
例
も
先
に
見
た
瓶
と
瓦
の
そ
れ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
有
部

の

「
勝
義
有
」
(
=
「
実有
」)
は

『
瑜
伽
論
』

の

「
実
有
」
で
あ
り
、
『瑜

伽
論
』
の

「
勝
義
有
」
は
有
部

の
そ
れ
と
は
次
元
を
異
に
す
る
概
念
で

あ
る
。
次
に
、
「実
有
」
は
、
先
の
外
界
の
事
物
に
対

し
て
何
ら
か

の
意
味

で
内
的
な
も
の
と
し
て

一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
実
体
的
な
存
在
、
即

ち
我

(a
tm
an
)
や
補
特
伽
羅

(pu
dg
ala)
か

ら
区
別

さ
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
我
な
ど
は

「仮
有
」
と
な
す
。

そ
の
説
明
は
、
実
有
・
仮
有

の
第

一
の
規
定
(
I
)
に
よ
り
な
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
所
謂
五
纏
無
我
説
と

し
て
諸
論
書
に
既
に

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
尚
、
我
な
ど
の

「
仮
」

を
説
く
に
、
仮
有
の
第
二
の
規
定
(
I
I
)
に

よ
る
も
の
は
存
し
な
い
が
、
そ

れ
は
我
な
ど
が
、
実
有

の
第
二
の
規
定
(
I
I
)
に

て
規
定
さ
れ
う
る
如
き
存

在
と
し
て
元
来
立
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
仮
有
の
第
二
の
規
定
(
I
)
を
以

つ
て
そ
の

「仮
」
を
主
張
し
て
も
意
味
を
な
さ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
代

つ
て
、
次
項
に
考
察
す
る
如
き
、
第
三
の
実
有

・
仮
有
の
規
定
が
取
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
よ
り
、

一
応
、
「
実
有
」
と

「
仮
有
」

の
具
体
的
な
意
味
内

(9
)

容
、
即
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。

五

特
に
実
有

・
仮
有
と
現
量

比
量
に
就
い

て
-
『
決

択
分
』

で
は
、
「実
有
」
と

「仮
有
」
を
論
ず
る
間
に
、
従
来

の
も

の
と
な
や

(10
)

や
異
な
る
我
説
批
判

(即
ち
所
謂
人
無
我
説
)
が
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
基
本
的
な
観
点
が
最
初
の
総
破
の
段
に
次

の
如
く
示
さ
れ
る
。

『
瑜
伽
論
』

に
於

け
る
実
有
と
仮
有

に
就

い
て

(向

井
)
 

三
六
五
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『
瑜
伽
論
』

に
於
け
る
実
有

と
仮
有

に
就

い
て

(
向

井
)
 

三
六
六

「
我

は
、
(
一
)
〔
五
纏

の
内
外
等
に
そ
れ

の
〕
自
相

が

了
得

さ

れ
な

い

(
m
i

d
m
ig
s
 pa
)
が
故

に
、
ま
た
、
(
二
)
〔
実有
な
る
眼
処
な
ど

の
如
く
に
は
、
そ

れ

の
〕

別
な
る
業

(
la
s
=
作
用
)
が
経
験

さ
れ

な

い

(
m
i
 sn
a
n
 b
a
)
が

故

に
、
実
有

で
は
な

い
、
と
結
論

せ
ら
れ
る
。
」

右

の
最
自

相

が
了

得

さ

れ

な

い

(
a
m
p
a
la
b
d
h
a
)
、
及

び
(
二
)
業(k
a
rm
a
n

=
作
用
)
が

経

験

さ

れ

な

い

(
a
d
r
s
y
a
)
と

は
、

そ

れ

ぞ

れ
 最
現
量

(P
r
a
-

ty
a
k
s
a
)
及

び
(
二
)
比量

(
a
n
u
m
a
n
a
)
が存

し
な

い
、

と

い
う

こ

と
な

の

で
あ

る
。

そ

の
所

以

は
、

『
瑜

伽

論

』

で

は
、

そ

れ

ら

の

量

(
p
ra
m
a
n
a
)
を次

(1
1
)

の
如
く
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
(
一
)
現量
に

「
色
根
の
現

量

(ru
pin
 ind
riy
a
-
p
r
a
t
y
a
k
s
a
)
」

と

「
意
領
受
の
現
具里
(m
an
o
'
n
u
b
h
a
-

va
-
p
r
a
。
)
」
を

挙
げ
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
五
根
と
意
と
の
境
を
相
と
な

す
と
解
す

る
。
そ
し
て
、
五
根
を
所
依
と
す
る
前
五
識
は
五
境
の
自
相

を
、
意
を
等
無
間
依
と
す
る
意
識
は
そ
の

一
つ
の
作
用
と
し
て
自
境

の

自
相
を
了
別
す
る
、
と
既
に
規
定
し
て
い
る

(Y
.
 bh
.
 
p
.
 
5
,
 

1
2
)
から

で
あ
る
。

ま
た
、
(
二
)
比量
に
は
五
種
を
挙
げ
、

そ
の
う
ち

「
業
に
も
と

つ
く

(k
a
m
atas)」
比
量
は
、
見
る
と
い
う
作
用

(k
r
t
y
a
)
か
ら
そ

の

所
依

(
a
s
r
a
y
a
)
な

る
眼
の
存
在
を
推
知
す
る
た
ぐ

い
で
あ
る
、
と
解

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
「実
有
」
と

「
仮
有
」
を
、
現
量
或
は
比
量
が
存
す

る
か

否
か
に
よ
り
区
別
す
る
第
三
の
規
定
が
加
わ
つ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
先

の
第

一
・
第
二
の
も
の
に
比
し
て
謂
わ
ば
認
識
論
的
観
点
か
ら

の
も
の
と
言

い
え
よ
う
。
尚
、
我
を
量
の
存
し
な

い
こ
と
よ
り
破
し
て

い
る
論
書
は
、
『
瑜
伽
論
』
以
前
に
も
指
摘
で
き

る

(『方
便
心
論
』
、『中

論
青
目
釈
』
巻
三
、
等
)
が
、
そ
れ
ら
で
は
、
量

の
理
解

を

『瑜
伽
論
』

と
異
に
し
、
ま
た
上
述
の
如
き
仮
実
の
観
点
か
ら
説
い
て
い
る
の
で
も

な
い
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
『
倶
舎
論
』
破
我
品

の
最
初

の
所
謂

総
破
の
段

(A
.
 K
.
 p.
 
4
6
1
)
で
、

論
主
世

親
が
、
『
瑜
伽
論
』
の
上
述

の
如
き
観
点
か
ら
我
を
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
我
は

「実
」

と
し
て
で
は
な
く

「仮
」
と
し
て
の
み
許
し
、
「
現
量
も
比
量
も
存
し

な
い
が
故
に
」
と
説
き
、
そ
し
て
、
現
量
及
び
比
量
に
よ
り
了
得
さ
れ

る
の
は
六
境
と
意
及
び
五
根

の
如
き
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
更

に
、
こ
の
同
じ
観
点
か
ら
世
親
或
は
経
部
師
が
有
部
の
心
不
相
応
行
と

(
12
)

無
為

の

「実
」
を
破
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

例

え
ば

「
そ

〔の
無

為
〕
に
は
色

・
受
な
ど
の
如
く
自
性
が
了
得
さ
れ
な
く
、
眼
な
ど
の
如

く
作
用
も

〔了
得
さ
れ
〕
な
い
」
(A
.
 
K
.
 
p
.
 
9
3
,
 

c
f
.
 
p
.
 
63
,
 
76
)
と
。

六

お
わ
り
に
-
以

上

の
考
察

で

『
瑜
伽

論
』

の

「実
有
」
と

「
仮
有
」
の
概
念
規
定
及
び
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
論

の

「有
」
の
解
釈

の
仕
方
の

一
面
が
知
ら

れ
た
。

し
か

し
、
『
瑜
伽
論
』

で
は
更
に

「
勝
義
有
」
の
概
念
を
以
つ
て

「有

」
を
解
釈
す
る
。

つ
ま

り
、
三
種
の

「
有
」
を
説
く
。
こ
れ
に
就
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す

る
。
ま
た
、
有
部
の
所
謂
三
世
実
有
説
の
批
判

を
通
し
て
過
未
無
体
の
(13
)

立
場
か
ら
も

「有
」
は
解
釈
さ
れ
る
が
、
そ
の

一
端
は
既
に
考
察
し
た
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の
で
本
稿

で
改
め
て
論
及
す
る
こ
と
は
避
け
た
。

3
 
T
i
b
.
 
T
r
i
p
.
 

P
e
k
i
n
g
 

E
d
,
 vo
l
.
 
1
0
9
,
 

p
.
 
3
0
4
-
4
-
4
f
f
.
 

玄
奘

訳

巻

十

六

(
大

正
三
〇

・
三
六

一
a
以
下
)
。

4
 
i
b
i
d
.
,
 

lll
,
 
p
.
 
2
3
-
2
-
3
f
f
.
 

玄
奘
訳
巻
六
十

五

(
大

正

三
〇

・
六
五

九

c
以
下
)
。

5
 
玄
斐
訳
巻

一
百

(
大
正
三
〇

・
八
七
八
c
以

下
)
。
尚
、

こ

の
箇

所

の

チ
ベ

ッ
ト
訳

は
存

し
な

い
。

6
「
施
設
」

の
仏
教

に
於

け
る
術
語
と
し
て
の
意
味

と
、

そ
の
パ
ー
リ
文
献

に
於

け
る
独
自

の
論
究
に
就

い
て
は
、
水
野

弘
元
博

士
が

「
施
設
に

つ
い

て
」
(
『
中
野
教
授
古
稀
記
念
論

文
集
』
三

一
-
五

一
頁
)
で

詳
察
さ
れ

て

い
る
。

7
 

ヤ
シ

ョ
ー

ミ
ト

ラ
は
、

そ
の
釈

で
、
s
v
a
la
k
s
a
m
a
の

概

念

を

以

つ
て

多

く

d
ra
v
y
a
を
、
そ
し
て
勝
義
有
を
解

し
て
い
る

(
A
.
 
K
.
 

V
.
 
p
.
 

1
7
3
,

5
2
4
,
 

e
t
c
.
)
。
尚
、

右

に
例
示

し
た
箇
所
の
中
、

p
.
 
5
2
4
 

(l
.
 
2
9
)
の

も

の

は
明

ら
か
に

『
瑜
伽

論
』

に
基
づ
く
瑜

伽

唯

識

派

(Y
o
g
a
c
a
r
a
)
の

説

と
し
て
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

8
 

サ

ン
ガ

バ
ド
ラ
は
、
『
順

正
理
論
』
で
、

二
諦

の
相
に

関

す

る

上
座

の

言

と
し
て
-
「
(
I
)
若
於
二多
物

一施
設
為
レ
有
名
為
二
世
俗
一
。但
於
二
一
物
一

施
設
為
レ
有
名
為

二勝

義
一
。又
(
I
I
)
細

分
笥
別
所
目
法

一時

便

失
二
本
名

一
名

為
二

世
俗
一
。若
細

分
二
別
所
目
法
一時
不
レ
失
二
本
名

一名
為
二
勝
義
一
。
」
(
大
正

二
九

・

六
六
六
b
)
を

出
し

て
い
る
が
、

こ
の
所

説

は
、
そ

の

「
勝

義

〔有
〕
」

を
実
有

と
な
せ
ば
、

『
瑜
伽
論
』

の

「
仮
有

(
日
世
俗
有
)
」

と

「
実

有
」

の
第

一
(
I
)
・
第
二
(
I
I
)
の

規
定

に
そ
れ
ぞ

れ
対
応
し
、
基
本
的

に
同
じ
趣
意

の
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
説

は
そ
の
ま
ま

『
倶
舎
論
』

の

「
有
」

の

二
諦
説

に
も
通
ず
る
。

加
え

て
、
『
順
正
理
論
』

の
上
座

な

る
師

を

『
倶

舎
論
記
』
巻
九

(
大
正

四

一
・
一
六
六

a
)

及
び

『
成
唯
識
論
述
記
』
巻

四
本

(
大
正
四
三
・
三

五
八

a
)
の

如
く
経
量
部

中

の
古

師

室

利

羅

多

(S
ri
l
a
t
a
)
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
『
瑜

伽

論
』

の

「
仮

有
」

「
実

有
」

の
説

と

『
倶
舎
論
』

の
二
諦
説

と
は
、
経
量
部
系

の
説

を
ひ
く
も

の
と
な

る
。
尚
、

『
倶
舎
論
』

の
場
合

に
関

し
て
は
、

こ
の
こ
と
を
既

に
服

部

正

明
氏
が
指
摘

さ
れ
、

是
認
さ
れ

て
い
る

(
『
仏
教

の
思

想
4
-
認

識

と

超
越

<唯
識
>
』
八
三
-
四

頁
)
。

9

尚
、

有
部

の

「
実
有
」

の
意
味
内
容
に
就

い

て
は
、
中

村

元
博

士

の

「
説

一
切
有
部

の
立
場
」
(
『
倫

理
学
年
報
第
六
集
』

二
四
六
-
四

八
頁
)

の
考
察

が
あ

る
。

10

中
村

元

『
イ

ン
ド
思
想

の
諸
問
題
』

一
四
三
頁
参

照
。

1
1
 T
i
b
.
 
T
r
i
p
.
 

1
0
9
,
 
p
.
 
3
0
0
-
2
-
1
 
f
f
.
 

玄
奘
訳
巻
十

五

(
大

正

三

〇

・

三
五
七

a
以
下
)
。
尚
、
A
.
 W
a
y
m
a
n
:
 T
h
e
 R
u
le
s
 of
 D
e
b
a
te
 A
c
-

co
td
in
g
 to
 A
s
a
n
g
a
,
 
JA
O
S
,
 
V
o
l
.
 
7
8
 (
1
9
5
8
)
,
 

p
p
.
 8
-
4
0
,
 
及

び

宇
井
伯
寿

『
仏
教
論
理

学
』

一
二
八
-
三

五
頁
参

照
。

12

尚
、
『
瑜
伽
論
』

で
も
、
心
不
相

応
行

・
無
為
な
ど
法
の
仮
実

に
就

い
て

の
論
議

は
非
常
に
詳

し

い
が
、

そ
れ
は
、
独

立
の
課
題
と
し
て
取

り
あ
げ

る
べ
き
問
題

を
有

し
て

い
る
の

で
本
稿

で
は
省
略
し
た
。

13

拙
稿

「
『
瑜
伽
論
』

に
於
け
る
過
去
未
来
実
有
論
に
就

い

て
」
(
『
印

仏

研
』

第
二
十
巻
第

二
号

一
四
〇
頁

以
下
)
参
照
。

『
瑜
伽
論
』

に
於
け
る
実
有

と
仮
有

に
就

い
て

(
向

井
)
 

三
六
七

-874-


